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医療DXの対策について

第14回 デジタル行財政改革会議



医療ＤＸの取組の見える化等について
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2026年4月20日 第13回デジタル行財政改革会議
デジタル行財政改革担当大臣資料（デジタル行財政改革の進捗と更なる対応について）



医療ＤＸの推進・政策ダッシュボードの活用について
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○医療ＤＸについては、成長戦略・戦略17分野（デジタル・サイバーセキュリティ）において、官民投資ロードマップを作成。

今後、２０２６年中に策定予定の医療情報化推進方針※や電子カルテ普及計画に、具体的な取組を規定し、対策を推進。

○ 電子カルテの導入状況等を含む対策の進捗については、「政策ダッシュボード」の活用し、見える化を進める。

令和８年 ６月２４日開催
経済財政諮問会議（令和８年第８回）・日本成長戦略会議（第５回）
戦略17分野における「主要な製品・技術等」の官民投資ロードマップ（案） 資料３

方向性

※令和７年12月に可決・成立した「医療法等の一部を改正する法律（令和７年法律第87号）」
により設けられた、厚生労働大臣が策定する医療DXの総合的な方針。



歯科の医療DX工程表案

2026年度

(R8)

2027年度

(R9)

2028年度

(R10)

2029年度

(R11)

2030年度～

(R12)

歯科医療機関向け
標準仕様に準拠した
電子カルテ

電子カルテ情報共有サービス
（歯科関係）

標準仕様の検討・
Ver1.0策定

要件定義・技術解説書(診
療情報提供書）
【検証用】

電子カルテの普及・支援

認
証

標準仕様準拠の
電子カルテ
開発・改修

要件定義・技術解説書
（歯科情報等）【検証用】

電カル共有サービス

改修(診療情報提供書）

電カル共有サービス

改修(歯科情報等）

認証された電子カルテ（ver1.0）の普及

認証された電子カルテ（ver2.0 ）への
アップデート

（患者サマリー等）
共有可能とする文書・
情報の精査・検討

認
証

Ver２.0
開発
改修

モデル事業/技術解説書の修正/
電カル共有サービス改修
（歯科情報等）

・標準仕様ver2.0： ver1に加えて
診療情報提供書の送受信可能

・標準仕様ver1.0：共有サービスにお
いて臨床情報（５情報）が閲覧可能

診療情報提供書、歯科情報以外の情報：
診療情報提供書・歯科情報の開発状況等を踏まえ、改修スケジュールを検討

標準仕様の改訂

歯科情報等の精査・検討

➢ 歯科診療所では、診療内容の入力機能を有するオンプレ型のレセプトコンピューターが広く普及していることを踏
まえ、次回更改時に現行のシステムから、いわゆるクラウドネイティブを基本とし、共有サービス/電子処方箋に
対応する電子カルテに移行することを図る。

注：現場の歯科診療所が電子カルテに求める機能は一様ではなく、個々の医療機関の判断で、オンプレミス型等の電子カルテが活用されることも想
定される。このため、医科診療所と同様に（クラウドネイティブ型でない）オンプレミス型等の電子カルテについても、政府の医療DXサービス
との接続を推進していく必要がある。

➢ 歯科の医療DXを以下の工程で行うことを検討中。

モデル事業/技術解説書の修正/

電カル共有サービス改修

（診療情報提供書）

全国的な運用
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